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1東北地方の凶劉こついての統計的調査

梅田~ ~三郎

（盛岡地方気象台）

Statisticaユユnvestigationonthebadharvestandfamlne

inTOllokuDistrict ofJaPan

S･UMEDA

(Mor･エ●ka ljocalMeteorologﾕ.caZ Obser.vatory) ~ ，

はしがき1

東北地方においては昭和30年以来豊作が続いているが、気象的にはかなり不順な年も頻発して

おり、凶冷の懸念もない訳ではない．そこで凶鯉についての統計的な調査を行ったので報告する。
1）． ~ ~

東北地方の凶鯉については古くから種を調査されているものが多いが、 ここでば東北地方の気

債)に載せられている凶鯉年表に”、 2県以上に凶作飢饒不作等の記録ある年を凶鐘年とし、
連続的な記録の残されている1600～1950年の560年間について調べた。凶鐘年の発現状

況を見るに岩手県が最も多く、青森､宮城、山形がこれにつぎさ秋田、福島は最も少ない。大体吾

吾の常識を裏書きしているもの'と思われるが､■山形力轌城､青森と殆んど同じなのは何故だろうか。

， 凶謹の原因

凶鯉の原因を霧雨、低温、早冷等とにかく夏季の低温によるもの、風雨洪水等風水害によるもの、

q干ばつを主原因とするもの、前年の余映と考えられるもの、気候不順又は不明なものに分け、その

出現確率（危険率20詔での信頼限界で示す、以下同様）を求めてみると、凶鐘等は50～76妬

まで霧雨や夏季の低温が原因となって起っているが､=風水害によるもの9～25冊もあり､干ばつ

に凶作なしといわれながらこれによるもの‘5～21妬もある。

なお1900年以隆について見るに、凶鰹年1 1ヶ年はすべて霧雨低温、旱冷、霧雨洪水等を原

因とするものであり、風水害や干ばつを原因とするものは起っていなVも風水害や干ばつなどの気

象現象の異常さが弱まって来たとは考えられないので、これらの異常気象の影響は技術的に克服さ

れるに至っていると考えても良いのではなかろうか。
一

凶漣の群発状況

凶鐘が群をなして発生することは昔から良く知られている。何年位続くものか連続年数別の出現

回数を求めて見ると、凶鰹168年のうち単独に1ヶ年だけで終ったものは26ヶ年で15％に過

ぎず、単発することの少ないことが判る。 2ヶ年以上続いたものを凶鱈群とするとろ~8群発生して
－1－
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いるが、このうち2ヶ年のものが半数を占めている．前後各2ヶ年以上も凶謹の起ら左かつた真に

単独発生と見られるものは15ヶ年で8兜に過ぎず、 このような起り方は非常に少友いととが判る。

凶鯉が15ヶ年以上も続いているものが4群あるが、岩手県の4大飢鯉を含むもので、最強級の凶

霞の如きは突発的に単独発生するものでないことを示すものではなかろうか。

4． 凶鯉の長年週期変化

凶鰹の週期的発現状況について調べられたものは非常に多く、数拾年程度のものとしては80年

位のもの、 30年位のも&), ~が有名である｡凶鰹は群発するものが多いので主として凶鰹群の発
現状況について調べた｡￥

先づ80年前後の週期的変動の発現状況をみるに、元和、元録、天明、安政~慶応～明治、昭和

6～29年の各凶鰹群が大約80年の間隔で起っており、延享～宝歴、文政～天保、明治ろ5～大

正2年の凶鰹群の間隔も略を80年である。

~凶鮭の原因となる霧雨低温や干ばつ洪水等が連続して起る;ことは良く知られていることであり、

原因別に凶森の発現状態をみると矢張り80年位の週期ｶﾐある~よ:う~である。今霧雨、夏冷、早冷等

夏季の低温に原因する凶謹と夏季低温の記載のない干ばつ洪水等に原因する凶鰹に分けて80年位

の週期性を見ると、夏季低温による80年位の対応は8回見られ、信頼度95兜で平均間隔を推定

すると7ダ5～82．5年と左る･又干ばつや風水害による凶鐘の対応は1 1回見られ、同じく平均

間隔を求あると785～83~5年となる。なお1925～19ろろ年、 1940～1951年を干

ばつや風永害〔よ凶鰹期間としたが、この期間には干ばつは頻発したが凶鯉とはならなかった。

以上によって見ると低温による凶鰹群にも干ばつや風水害による凶健群にも80年位の週期があ

ると見て良いようである．

次にろ0年前後の週期的変動をみるに、 1840年以降については弘化元→明治6→明治ろ5→

昭和6年、嘉永元2→明治10， 1 1→明治58、 ろ9→昭和，､、 10年、安政ろ→明治17→大
．

γ
；

正2→昭和16年、万延元→明治21→大正5→昭和20年､~明治2→明治50→大正15→昭和

28， 29年の5系列の28海､－2？年の週期で明治以降の凶鐘年を示すことが出来る。但し大正5

‘ 年、 15年はこの調査での凶姪年には入れられていない。又昭和54～55年は昭和6年の系列に

入るが豊作であった。次の昭和9年の系列に入る年は昭和ろ7～39年で、 58、 ろ9年もこの調

査によれば凶鯉に対し注意を要する年に当る。

明治以前の大凶鰹又は凶鰹群も矢張，28～29年又はその倍週期で起っているものが多い。例

えば宝暦と天明の大凶鐘群の間隔は28～ろ0年、宝暦と元録、天保と安永間は59年位である．
‘

5）
、

15世紀16世紀の冷害が平均間隔28年位で起っていることは既に指摘されているも

･－2．一



5． 凶饅と太陽黒点
， ：

~ 太陽黒点の毎年の値の判っている1749年以降の資料によって極小極大年附近（前後各1年を

加えたろケ年)~とその他の年に分け凶謹の発現年数を原因別に調べたが、 1865～1960年に

ついては極小年附近では極大年附近やその他の年よりも凶鯉が出現し易いと言い得る。又1749

～1960年については黒点の極年附近では低温を原因とする凶鯉が出現することが多いが、その・
ー､

他の年ではどちらの原因によるものが多いとも言われない結果となった。

6． 凶鰹と霜害

寒気力握〈霞で勢力を保持する襲う麓場合､例えば晩霜の遅い場合夏季異常低温と塗ることが
~ いとされているj),600年以降の霜害の記録を岩手県災異年表によって見ると晩霜害のある年は

b

凶謹になることが多いとは言われない。併し、初霜害の記録のある年は15ケ年あり、凶謹の出現
狸

、

確率は66～90弱で初霜害のあるような年には凶鰹となることが多いのは確かである。 1900

年以後は晩霜害に限られており（昭和28年には初霜害があった）、凶鰹年に霜害の起っているこ

とがかなりある。併し凶罐になることが多いとは言われない。

:晩霜害起日の早晩との関係を1900年以降について見るに､晩霜害が遅く起っても凶謹にたる

ととが多いとは言われ左い･霜害の記録につ届て特記しておきたいごとは初霜害の記録の残されて

いるのは1640年頃から1850年頃主でに限られて'八ることであり、この間の秋（それに先立

つ夏）が低温だった証査であろうことは既に指摘されている。 7）

Zむ：すび

‘ ~東北雄方の凶蝕についての統計的調査の結果得られた主なるものは決りとお-りである。

)凶鯉は岩手県で最も多く起っている｡｡ ~
（2） 凶鯉は霧雨低温が原因となって起っているものが多い。

(3)凶鯉は群発することが多く、 2年連続するものが多い。

（4）凶鐘群は80年位の週期で起っており､凶鰹の原因別に分けた群にもこれ位の週期があるらし

. いざ

（5） 50年位の凶饅の遁醐は近年も続いている。 ~

（6）太陽黒点極小年附近では凶漣が起り易く、極年附近では夏季低温によるものが多い。

(7)
~
1 900年以前は初霜害があれば凶饅と左るととが多かつた。

．文~
献

妙

(1) .東北地方凶作に関する史的調査昭和10年9月、積雪地方農村経済調査所

ー--スーー~~



東北地方の気候、昭和2-6年5月仙台管区気象台

藤原咲平、太陽黒点①傾向よりみた異常凶年の懸念、気象集誌、 2輯27巻1 1号

梅田三郎､北海道奥羽北部地方における夏季気温予想の一方法、東北地方長期予報研究会報、

2年．
… ｝

水稲冷害の文献的研究、昭和50年5月、 日本農業気象学会､‐ 1 18頁
~

福田喜代志、春期の気候より夏季天候を予想することについて、研究時報､ ~4巻7号

木村耕三、 日本における気候変動と警告、天気、 9巻1号
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： (2)米markshowthe signi圭iCanr Valuewithin 95%6
~

水稲収量の構成と気象

佐．藤義正

( .t燕庄測候所）

、

~

詳細は農業気象・第1 9巻・第3号（1 964）に掲載

冷水潤既田における水田水温に関する一考察

東山春紀・阿部 亥 三

．
（青森県農業試験場）

j

Studie'sOntheWatertlemperature inpaddy壬i'eld irrigated

cooユwater

H、HIGASH工YAMAand工．ABE

(Aomori agricultural exper､iment etation)

青森県の山間高冷地では沢水を桂航しかんがいしている現状であるので低温年においては勿論、平

年でも水口付近で冷水被害が多々見られ愚。著者らは冷水被害防止に資するため冷水掛流しかんがい
〆 今

水田の水温調査を行ったのでその結果の概要を報告する。 4
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1． 試験地の概況、並びに試験方法

~
試験地は八甲田山系Q日本海側で標高550mの南津軽郡平賀町摺毛に設けた｡試験地における

稲作期間の気象を黒石（農試本場）に比較すると、最高気温は約1.0℃､~最砥気温j約3.0℃低く気

温較差の大きい高冷地の特長を示した。 ~

供試水田は巾約50pmの谷間にあり、潅職水は沢水を利用して一つの取水口から約1haに連

続桂院し潅漉を行っている。試験方法は次の如くであ愚。

供試品種； ミ穴サリ、オイラセ、巴室きり、
~ハツコウター

~
育 苗；ビニーノレ~卜~ンネル畑苗代（現地育苗）

~

~ 田植期日； 1 9~60年,5月28日、 j96 1年5月31日

供試品種を水口から50～90mにあ愚6枚の水田に植付け常時推硫し灌溜を行うc ←

水温観測；
1，5，年及びノ 60年について6月1 0日～8月25日迄行う。

の他は現地の調音慣行に順ずそ。
．

Z試験結果

試験を行った1 159年から61年の稲作期間の気象の年次的犠長は1959年、 60年は略々i

平年並みであったが､、 ’ 9'6 ’年は平均2.0℃高温で経過した.。

取水口における流水温は第1図に示すごとく気温と密接に関連してお-ク､~常に流水温は気温より

5．0－5．n℃低かった。蚕た、流水温と気温の回帰式から流水温を推定した結果､誤差丑[L9℃の

範囲で~卜式を得た。

'Y=0367X+2., 1 Y:半旬の平均流水温 X:半旬の平均安幅

第1図 平均気温と平均流水温の比較

’
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流水温は第1図に示す如く稲作期間を通じて17℃前後であるが、 ~との冷水を連続桂暁し潅厩し

た場合195，年と ’61年の調査結果について各水田の水温を月平均で示すと第2図のように承

る。前述した如く1 959年感平年並みの気候であったが、 1 961年は高温年であったので61

年が水田水温も全般的に高かった。しかし、第2図並びに第5図で判る主うに水田水温の時期的変

~

第2図 月別の水田水温上昇状態

℃

一雲－－．． ． － ．．－： －…－－ －－‐-． －．ﾕｰｰｰ‘･‐一皇
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化の一般的特性は次に述べる如く両年に共通した傾向が認められた．
轍 ･ 苫 ;

第討ては、最高水温は6月、 7月ではﾉ脇4（水口から60m付近）蚕で昇温したが、 8月は"颪ろ

（水口から45塁付近）までしか昇温し左かつた｡即ち､昼間の平衡水温域は6月、 7月はﾉ1鼠4付
－8－



近、 8月は蝿ろ付近であるといえる。

第二に、平衡水温域の最高水温と最高気温との差は6， 7月は約5.0℃であるが、 8月では約

1．0℃しかなかった。 。 ~

第三に､.以上の事柄は水温の上昇に水田面の遮蔽を支配する水稲の繁茂状態の違いが影響するた

めであるが、当試験地においては第5図に示す如く大体7月下旬以降水稲の繁茂によって日中の水

温上昇が妨げられた。第3図によると妬2，妬6の平均水田水温と平均気温の間には7月中旬まで

は気温より”2で2.0℃､妬6で4.0℃高いが、 7月下旬以降になると水田水温は"E2で気温“

精々低く、妬6では気温より梢々高いという関係が認められる。従って､7月下旬以降になると水

稲の繁茂が水田面に達する日射量を抑制するようになり、 日射による昼間の水田水温の上昇を妨げ

ることが判る。

第四に、最低水温は第2図に示す如く妬6（水口から80m付近）雪で全期間とも水尻に行くに

従って高く左っている。また、第5図に示す如く最低水温と最低気温の間には密接な相関が認めら

家れるのに対し､．第2図に示す如く昼間の水田水温が最低水温に対する影響は比較的弱い事が認めら

れた。

以上の如く取水口における流水温、最高水田水温、最低水田水温の上昇状態、平衡水温域の位置

の時期的変化、水温と気温の関係等は1 959年~ ′61年とも一致した傾向が認められた。しかし、

これらの要素は気温の高低に対応して変動するので高温年には取水口における流水温が高く維持さ

れ、平衡水温域の水温も高玄るのに対して、低温年では流水温が相当に低いのて/悠2付近までの水

温上昇率は高温年とはあ室b変らをいにもかかわらず、平衡水温は気温からの制約も受けて低いの

である。

’ 96，'年に妬’ （水口から50m付近）と妬3(水口から50m付近）で水田水温の日変化を

調査した結果によると20℃以上に保たれる時間数はﾉ随1カミ/雁5より7月中旬頃まではる～6時

間／日少なく、 15℃以下に下る時間数はﾉ鰯5では無いが､ ~妬1では7月中旬までは5～6時間/日、

7月下旬以降でも約1時間／日表われた。 （数値省略）

，次に生育収量について見ると4品種とも、妬4へ電柘6では試験地における平均的生育並びに収量・

（平衡収量)を示し、結局平衡水温域と平衡収量を示す所は一致した。 （数値省略） 出穂期につ

いては平衡水温域では全品種とも正常に出穂したが、妬1 、妬2及び妬ろの水田では4品種共出穂

が7日遅れると積算平均水温が1 00℃加わり、積算平均水温に対する出穂の遅延率が4品種とも

等しいことが認められた｡~ （数値省略）

両年の水口における青立ち被害は年次に主って異なり､稲作気象が平年並みであった1960年

－9－



1

第5図気温と瀧水温並びに水田水温との関係
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！：

点線内ほ7月下旬以降の値

は妬,ではミマサリ以外のる品種が青立ちし､妬2ではハツコウダだけであったが､高温で経過し

た’6’年は妬'のハツコウダのみ青立被害を生じた。

~ 生育収量について検討した結果､耐冷水性はミマサリか最も優ったが、収量は劣った。オイラセ

ほ耐冷求性はミマサリに次いで優り収量的にも水温に対する減収率が小さく平衡収量は最も多かつ

↓たので､当試験地の如き水温条件においては､少なくともオイラセ級以上の耐冷水性が必要な事が

指摘された。

－10・一



~気温条件からみた水稲出穂期の遅速（補遺）
､

~ ~

羽生~寿~郎・内 島立郎~
（東北農業試験場栽培第2部）

Relati:onof the aユr temPerature tothaheadingdat:eQ壬 ~

rice Plant (SuPPlement)

』･HANYUandT． UCHIJIMA

(TohokuNationalAgr:icultug･a]Experiment Statユon)
、

筆者は先に本邦の夏季の気温の日変化が一つの型で表わされうること、これによって温度階層ごと
1） ~の日,との出現時間や積算気温が求められることを指摘し~
、との結果を移植～出穂期間の生長速度

2） ：

と気温との関係の解析に用い、出穂に有効な気温と有効積算気温を求めた 。その際20℃以上の

温度階層については有効気温係数aは1.0と仮定した｡‐ ・

本報では高温階層についてaを検討した結果、第1図に示す主うに､、 22～25℃以上になると

ほぼ直線的に低下し､~生長気温当量T米は第2図のような温度変化をすることを明らかにした。日々

の生長気温当量の移植～出穂期間の積算値を有効積算気温ZT米とす愚と、積算気温に比べて一定性
が非常に良くなり、計算にエる出穂日は実際の出穂日と2～3日以内の誤差で一致した｡1玄た、気温

ろ）
条件から出穂期を推定する方法を示した。なお詳細は農業気象 に掲載した ~

引 ~用
文~
献 、

’ ） 羽生寿郎（ ’962） ：本邦における夏季の気温月変化の型(農業気候に関する研究6）、

農業気象18（5）、 1 05～1 08及び東北の農業気象7．

2） ・羽生寿郎・内島立郎（ 1 965） ：気温条件からみた水稲出穂期の遅速､東北の農業気象7．

~ ・一‐（ 1 962） ：作物の生育と気象との関連に関する研究16水稲の出穂期

と気温との関係（ 1 ）、農業気象1 8（5）、 1 09～1 1 7 ~ ~

ろ）

－11－



第1図気温に工る有効気温係数の変化
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第2図気温に.kる生長気温当量の変化
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宮城県における水稲乾田直播栽培の気候環境(1）

I

宮本硬~一

（宮城県立農業試験場）

1

Cユユmatユc cOnd'itions duringthe early七ime Ofdirect
.

_ F ､

Seeding cuﾕ℃ure ofpaddyrice onuPlandfieidin
．

；
｡

Mﾕyagi PrefectUre (1)

K、 MIYAMOTO

(Miyagi prefecturalAgriculturalExperiment

statjLon)

1． 主えがき

宮城県陀おいE水稲‘"乾fII直播萩｣音を行なう場合、気象的観点"､心特に勵電と』べき事柄は播種
． ご .‐

ふり生育の初期における低温と土壌の乾燥であそ。ここでは播種から湛水に切りかえる童での気候

環境を、主として気温と降水について、その変動の特性を解析したのでその概要を報告する。~

2． 5月における気温と降水の変動 一

A気温 ~
寺 b ､

， 石巻における明治21年以降の資料によってﾎ気温の永年変化をみ患と、明治35～41年、

大正元年～昭和4年、昭和1 0～22年には比較的5月の気温が低く、昭和25年以降は大体高

目に経過している。各10年ごとの平均値によって永年変化の大勢を示すと第1図のようになる。

すなわち昭和22年以前には相当長期に亘って低温の年が多かった事が明らかに認められる。
『 ,

．

また5月の気温が標準偏差より大きく変化した年を、それぞれ高温年､~低温年とすればも石巻
~
の観測開始以来の出現頻度は第1表のようになる。それによると、最高､最低気温共、低温年次

〆

~ の出現頻度が大きく、特に最高気温において､~その

~傾向が著しい｡‘ ~ ~ ’

~
‘以上の点から5月の気温はとこ十数年以来､平年

・ ・ % .¥Z ： 今

より高温で経過しているとはいえ、過去においては

低温年が多い｡‘しかも低渥年次が長期間続いた事左

どから､-との月の気温は甚だ不安定であるといえよ:う°

－15－~
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同
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雨量についても気温の場合と同様、明治21
18

鞄降の石巻における変動を検討した。 ↑ 0ヶ

年の平均値で永年変化の大勢をみると第2図の
17

ようになり、昭和15～22年と近年の少雨が気

特徴となっている｡~又雨量の平年比60妬以下 、 ’6

の年次の出現頻度は24粥を数えているので、 温 10

4年に1回位は5月が乾燥した年になってい,る。
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大昭
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３
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ｔ

２
１

国
軍
（
”
）

2355

l l

3257

ろ

、

く

垂

１

釦

．年明31 41 7 3 132555

．次￥
｛鋤~ 1 1~ ｛ 1

30 40 6 W 122232割 第1図 '5月の最高、最低気温の変化 二

Z----37
~ (石巻）

第2図 5月の平均雨量の変化（石巻）

3‘ 乾田期における気混と降水の時期的変化

A気温

乾田期間における気温の変動を、低温の出現頻度に主って示すと、平担地の1例である仙台の

‐ 場合は次のように左る。すなわち、最高気温について、 1 6℃、 1 4℃及び12℃以下の日別出

現頻度の変化を示すと第5図のようになる。

稲の発芽、苗の同化作用、並びに生長の低限界がそれぞれ1 2℃、 14℃、 1 6℃付近に存在

す鳥')と言われているので､最高気温がこれらの温度以下である事は､稲の生理作用を阻害す

遙要因と考えてよい。したがって、ことに示した各低温の出現頻度の傾向をみると、 4月末室で

は12℃以下の出現頻度も高く、 1 0妬以上の値を示している。又5月上旬までは16℃以下の

頻度が20鯵をこえ、中旬には一時、低温出現の頻度が低下す愚が、中、下旬には再び頻度が高

<を鳥。この中旬後半から下旬の前半にかけて低温の出現頻度が増大す忌事は注意を要する点で

~
あ愚。
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度
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）
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日21 25 1 5 10 15 20 25 引

月
4 5

・

ぃ｡

第5図最高気温（16℃以下、 14℃以下）の出現頻度（‘仙台‘】

又夜間温度については東霜害の危険温度2)として最低気温が4℃以下である事が問題であり､稲
J

の生活活動は8℃になると大体停止するので、これらの温度の出現頻度を第4図として示す事

釦

出

現

頻

度

（

％

）

60

40
I

20

25 副1 5 ．10 ~ 15 20 錫

5

最低気温（8℃以下､ ~4℃以下）の出現頻度（仙台）

日21

~月4

第4図

にする。 ：

ここで謎4℃以下の頻度が特に重要で、 5月上旬まではそれが20弼位の高率を示し、中、下

』

－15－



旬においても1 0拓近い頻度であ‘る。又8℃以下の頻度は5月中旬の後半においても40妬位の

高率を示し~稲の初期生育にとっては夜間の低温も無視できない条件である。 ~

降水
一
：~…、 、

、

~ 4， 5月における無降水日(1.0"/day)ぬ出現頻度の推移を半旬別でみると第5図のよ

B

うに茂る。すなわち、 4月中旬、

下旬及び5月上旬の、それぞれ

後半に頻度の高い時期が認めら 出

れ、
5月中旬の後半からは反対~ 現

にその値が低くなる。“ﾐもこれ~
上頻

ら頻度の高い時の値はいずれも
~ 度一

へ

70筋以上であり、特に5月の
％

2半旬では80#鯵に達してピー
ー

弓
ロ

クを形成してい為cそれに対し

て降水日の頻度は低く、そめ殆

”＞）
師I

無降水日(加

4 0と 4 o f

旬Ⅳ

月
~

第~5図

V

~ ＝ … 第5図無降水日と降水日の半旬別出現頻度（仙合）んどが20錫以下であつ念:ご~~
､崎wざ

~ ‘ ~
（昭8～57）

れらの月が比較的少雨であ愚事が以上の点から知られよう。
、 自

、･ ･

なお無降水の5日以_E継続した期間の出現頻度は第2表の通りであ､愚｡~この表においても4月
P ↓- J 1､.

q , ? .『祖 ？ ,
･

ド マ1 . ,

下旬～5月上旬にその出現頻度~ 。､ ~妄):‘ ~ ~
~ 第2表無降水継続期間（5日以上）の出現頻度

， 、

の高い時期が認められるので、 （仙台》

4 ‐

~
~

｜ ~

中I下1上
－－－トーーー'－－－－言

0~0 1 75~，“~フ
381 !481 !4R

乾田直播栽培の播種、出芽期

の乾燥という事も考慮されね

ばならない。

むすび

直播栽培の乾田期の気候につ
て､石巻と仙台に耐る特僅、

解析した結果、 5月気源の変動5月気温の変動が

~
I~ ~

4

統計毎次昭8～57年

い

を 大きい事、
---h‘ . ･ 一

最近の気温が高温傾向を示している事、及び5月上

旬が乾燥している事などが特徴としてあげられる。更に5月中、下旬の低温傾向もかなり明瞭に認

められ鳥ので、出芽期および生育初期の生育促進は重要な課題といえよう。特に、過去においては

相当低温毎次が続いた事実のあ鳥事を考慮に入れるべきで、 近年の高温年次における生育状態だけ

直播栽培を判断すみ事は頗る危険であ愚。で

－16－



~
しかも以上述べた気候条件は、いずれも平担地のもので、冷害の危険が多い山間地方や北部海

岸では． より不利左気象条件である事が容易に推定される。したがってこうした気候的地域性か

ら乾田直播栽培の冷害危険度を検討し､同栽培の適用地域決定の気戻的根拠を明確にする事は極め

て重要友課題である｡こ率f究はそうした方向へ進め､直播栽培の安竃上に役立つ知見を得たい。

引 ’用~ 文 献

’ ） 日本農業気象学会（ 1 155） ：水稲冷害α攻献的研究、農林省改良局
2）農林省振興局研究部（~

’ 960） ：農業気象ハント･う･ツク養堅堂

胃

気温条件による東北地方の
' き

‐

てん菜栽培期間の推定方法、

伊達 了，

（東北農業試験場栽培第二部）

AmethodtoPreSume the culti.vationperiodof sugarbeet
q b

fromTemperature Condition ･inthe TohokuDistric℃

S. D.ATE "

(ToliOkuNa.tionalAgricUltualExPeriment Station)

． 気温条件による栽培期間を決定するについての基本的考え方
~
~

(1) ′日平均気温1 0℃以上の初、終日

‘
てん菜生育の気温限界は1 0℃であることから生育期間は原則的には日平均気温の10℃以上

を示す期間と考えることができる。東北地方の各地における日平均気温が1 0℃となる平年の

初終日はその地の5～1 0月間の平均気温と密接な関係があるから1 0℃初終日は5～10月間

一≠の平均気温によって推定することかでき愚。 ~

(2)生育期間における積算気温． ′

生育期間におけ為気温総量は積算気温で示されるが､これを当量的にみる場合は生育に対し
－17－
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~一定の限度のあることが考えられる力濟川の試験及び東北地方の多収地域の気温条件によると

5500℃内外が好適限界であることが推定せられる。

（5）播種期と成熟期~

てん菜の根部の登熟条件は気温1 0℃に達することが必要であ愚から成熟期は日平均気温1 0

℃の終日と考えることができる。 したがって播種期は1 0｡cの終日からさかのぼって積算気温

るろ00℃を示す日が限界と考える。

2． 栽培期間の推定方法

上述するよう左考え方に基づいて、第1図に示すように、縦軸の左方に5～1 0月間の平均気温

とれに該当する地点を右方にとると、各地の播種期は横軸の上段左方において1 0℃初日線(XX' )

によって、また成熟期は上段右方において1 0℃終日線(yy' )によって推定せられ鳥。つぎに

生育期間の積算気温（’ 0℃終日から逆算によ愚）は類別的に26で示されるから各地点の5～'0
‘ 阜

月平均気温によ農播種期室で、またはあみ積算気温に対する播種期が推定できる。

5． 播鐸号の地域区分と気温条件の好適性

日平均気温の初終期間に5300℃内外の積算気温を示すのは5～1 0月間平均気温の18℃内

外である厨川、三本木及び大舘のように東北地方の北部地域であることが知られる。 5～’ 0月間

~平均気温が1 8℃より低くたるにつれて生育日数は短かく、積算気温は低下すみ。また1 8℃より

~高<左るにつれ積算気渥を3500℃を限界とすると播種期は日平均気温1 0℃初日から次第にお

そくしをければたら左いしとのことは生育日数を短かくすることになる。この関係を第1表に示し
‘

た。
第1表気温条件に圭る播種鯉の地域区分とてん菜収量期待性

ヨロ T財1

署 種 期

10．α刀円より吟

0月亙匡陰

吾程

氏 収

罐水の翌 壽傲美

気温条件によるてん菜生育については5～1 0月間の平均気温1 8℃内外を頂点とし、春蚕き地

一シ

－18－



気温条件による栽培
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域と夏まき地域に区分す患ととが考えられるが､生育に対する気温条件の好適性は春蚕き地域に得
られると解するb，

月山々麓地域の土地利用についての
~

農業気象的考察~
内島立郎・羽生寿郎・伊~達 了

（東北農業試験場栽培第二部）
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‐作物生産の良否は第一義的には気候条件に制約されるから、新開地の作物栽培計画を立てるにあた

っては気候からみた栽培期間の許容範囲を知ることが先決であり、それに基づいて安全で生産効率の

‘高い作物や品種が選ばれなければならない。､このような観点に立って筆者らは月山な麓の大規模開発
ﾉ .

予定地域を対象として気候の解析から主要作物の栽培可能範囲について考察を行った｡以下にその概

要をのべ愚。 ~

1． 気候条件

地域内外の既存の気象資料を使って‘、気温、一定気温の出現初終日、根雪初終日、最深積雪の標
ミ

.
､ .4

高によ愚変化を求め、これから標高1 00mごとの気候を推定した。 、 ~

その結果によ島と標高の高い地点ほど気温が低く根雪期間と最深積雪が増大するが､:気温推移は
1

． ．:：

山形や新庄の盆地型推移に比べて標高の割に夏は低く冬期に高V沿岸型推移であったd

降水量は年間2000“以上でも場所によっては3000”をこえることも予想されるが、その

~ 中の1／5内外は1 2， 1， 2月に集中しているので著しい積雪をもたらす。推定値では標高200，

m以上では最深積雪が2mをこえ根雪期間が120日以上になる多雪地帯であるd~

2． 作物栽培可能地域と期間の設定~

~
気候指標として一定温度の出現初終日、その初終日を起点とする積算気温､根雪初終日を標高の

､－20－



座標で表わすと第1図のようになる。つを{り地点を標高で表わせばその地点の気候指標、例えば無

雪期間、日平均気温1 0℃以上の期間、 1 0℃初日から一定の積算気温に達する日などを暦日で知

ることができる。したがって各作物の生育限界温度や生育期間に必要とする積算気温又は生育日数

がわかれば栽培可能期間も標高別に設定す愚ととができる｡~一例として水稲（早生種）の栽培期間

の設定を第2図に示す。既往の研究結果に主れば、移植から出穂までの積算気温は1550℃内外O

登熟には出穂後40日間で880℃を要する5)といわれ基が、 との条件を満たす成熟期の日平均気
温は15℃である41また登熟及び幼穂形成期の気温条件からみて東北地方の安全出穂期は8月15

日が中心にたる')｡主た活着可能限界温度は水苗で約1 5℃､畑苗では約↑ 5℃である2)といわれ
~フ
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、
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第1図標高と気候指標出現日との関係図

これらの結果から8月1 5日を標準出穂期とす鳥と、登熟期間は第2図のように出穂期から880

℃に達する日を結ぶ線までとなり、 15℃終日線と交わる地点室では安全な登熟期間がえられる。

をた移植期は出穂期から逆算して1550℃に達する日になりそれが移植可能温度に達しているか

どうかを検討すればよい。さらに育苗期間を40日間にと愚と根雪終日線との交点340叩付近ま

でが普通の育苗が可能友地域にを鳥。

以上のことから水稲早生種の栽培可能地域は水苗代使用の場合は標高50､Om以下、畑苗代では
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600m以上でも可能であ愚が、いずれの場合にも540m以上の地或では播種期が根雪胡間と重
=: ,

を鳥ため、除雪や室内育苗器あるいは成苗の搬入などを考えなければ左らない。地域ごとの栽培期

間は第2図から読取みことができる。

このような方法で主要作物の栽培期間を設定して各作物の栽培許容限界を示した。標高別に適合
一具
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東北地方には、牧野と云われ基山地草原が約50万町歩存在し、それは水田とほぼ同じ面積である。

と区猛大な山地草原において、酪農を中心と÷る草地農業が発展す為事は、重要な意義を持つもので

ある。

この際最も重要な技術的問題の一つは、山地草原の置かれている気候、土壌等の衰境要素を正しく

把握し、その上に立って自然条件を最大限に利用して、草地或は牧草地を造成維持し、そこでの家畜

の飼料生産及び放牧力を最高にあげる事であ愚。この問題解明のために、東北ﾒ学農諦f究所､農学部

及び理学部の土壌学、植物生態学､動物生態学及び動物生理学等の各研究者により、東北大学附属農

場(宮城県玉造郡鳴子町川渡）の高度約500～600mの牧野に謡いて‐数年来協同研究が行われ

ている。本研究もその-雲として1962年より参加しているものである。

山地草原を草地農業の立場で開発利用するに当り､その農業気象的環境特呵、気候及び微気候的環

境の把握は、当面す鳥重要な課題の一つである。そこ‘で問題になるのは、山地でD植物の成長及びそ

の利用期間における気候であみ。山地での植物の生長期間は、 4月中頃から9月までであり、植物
－25－



利用の一形態で参る家畜の放牧期間は、 5月下旬から1 0月末までである。従って特に研究の対象に

なるのは… 4～1 0月の気候であるが,ゞ更にこの期間の気候現象を検討する底らば、幾つかの区分を
! .

行う事が出来る｡即ち(1脹雪消失期、②乾燥期、 （3）梅雨期、 (4)高温期、⑤秋雨期、 (6)冷涼期であり、

それぞれ重要左意味をもってい愚。

根雪消失期がずれる事は志植物の生長期間の長さを直接左右し、山地全体の植物生産量に関係す鳥。

例えば1960年に比べ196 1年の牧草生産量が半減しているのは、根雪消失後の乾燥が強く、土

壌水分の季節的バランスがくずれた事が最も重要な影響とみられるが、その他に1 961年の雪の消

える時期が遅く埼~部分的には5月室で多量の雪が残り‘，植物の生長期間を短くしたためとみられる。
． ! : 』 ’’ 5 ： . , I :

.
I ； 1

． i ' ｡

・ 5月の乾燥期及び梅雨明けの高温期は､地形による小気候及び微気候LEに極めて特徴力混られる時

期であ島。例えば傾斜が1 5～25oの北向斜面及び南向斜面の地温に例をとれば、牧草地の地下2

~1 0c髄で4～7℃の差が見られた。この事は地形や植生によってはs. 1 0℃以上の差もあるだろう

事を示すものと考えられ農。これは地形により、日射量の受け方に違いがあるからであ愚｡土壌水分

についても、この時期には明らかに南向斜面の方が少ない。牧草収量を比較す鳥と北向斜面の方が南

向斜面より1～3割多いのが普通であり、この傾向は野草地の場合も同様であみ。従って､~地形によ

るこのような植物生産量の相違に小気候及び微気候が関与していぉとするなIら嬢それは5月の乾燥

期と梅雨明けの7月下旬から8月におfける2～5ケ月の影響が大きいも.のと考えられる。

梅雨期は逆に小気候及び微気候上に特徴がみられない時期だある。例えば雨天叉は厚い曇天の場合

の地温の観測においては、地形の相違によ愚差は勿論の事、その日変化も殆んど見られなかった。こ

の事は厚い雲のために日射量が錘iて少なく、各斜面により輻射量の受ける量に差が殆んどないから

であみ。しかしながらこの時期が長びいたり叉はずれたりする事は､~色を左点において季節現象のバ

ランスをくずし、山地全般の植物生産量に影響を与えるものと考えられ愚。 ~

秋雨期は梅雨期と同じよう左気候をもつ時顛であるが、この頃には植物の生産量が著しく減退する

ので秋雨期の存在は、植物生産量にとb影響を与える事は少左いものと考えられる。ただし野草地

をより生産性の高い牧草地に改良しようとす息場合に、乾燥や雑草の対策として、との時期に播種さ

れ鳥事が望ましいようであり、秋雨期の存在は草地改良という点から､:評価されるべきだと考えられ

る。

｡

山地という特殊を条件下での農業気象研究に当りもその基石であみ観測系の確立は､‘当面する最大~ ~
の課題であみbこれら観測系の問題については、いずれ詳細な報告をする機会を作りたい。
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青森県太平洋沿岸地帯における
~

‐ 稲作立地に関する調査概要（概報）

阿’部亥三・小野清治。東山春紀~ ~
~

~ （青森県農業試験場）~
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‘青森県太平洋沿岸地帯は造湿な偏束風(露せ風)が夏期間に卓越することが塵とあって､冷

害常習地帯と目されてきたF)しかしながら､近年においては早熟多収性品種の育成並びに保護苗
代による健苗育成と早期移植を主軸とする稲作技術が急速に普及し、青森県め稲作収量を急激に

増大せしめ、従来、冷害危険度の大きかった太平洋沿岸地帯の稲作経営を著しく安定せしめつつ

~あ愚現状である。この稲作技術の進歩と相まって青森県上北郡並びに太平洋沿岸地域において

は農家の造田意欲が強い｡
、

筆者らは昭和57年度に青森県農地部土地改良課並びに開拓管理課の依頼を受けて、第1図に

示す造田計画地域における稲作立地、特に低温冷害年の水稲の経済性について調査研究を行った。

本調査結果の詳細は青森県農地部“印刷されてい息4も:､本稿では調査対象地域の水稲収量の

増加傾向とその技術的背景について論じ、水田造成計画地域がF年目標収量を設定すると共に、冷

害低温年における減収量の推定を行った結果を報告する。

Ⅱ調査結果の概要

－1. 水稲収量の増加傾向とその技術的背景

最近1 1ケ年間の調査対象地域並びに青森県及び上北郡の水稲収量の趨勢を第1表に示した。
~ （註：第1表には青森の6～8月平均気温も併せ示した。 ） ‘

、
~第1表によれば､青森県並びに上北郡及び調査対象地域2〕水稲収量の年次的動向が知られ為、

≦ ~
すなわち、昭和27年当時は水稲2〕栽培技術が低位であったため、県平均収量で365K'、上北

、
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水稲収量の増加傾向第1表 (10a当り玄米重量(K")
－

－

田名部

■
』
Ｆ

~ ′ ↑乳γ
|
.6"|"'′ ゞ｡． ＃'｡｜

ゞ｡‘…Ⅷγ′
3 ”5 299 1 ↑56 120 66 96 1 ↑5 － 89

1~~｣‘‘ ’,． ‘’ ，‘~ “ ‘‘ヲ 1ス5 281
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。 21．7 451

1 1124 1 425
1

’ ‘ 、
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， ↑乳，｜“”40ヨ ョ5@ ，62 悪'3､ ‘！1 ．33，
‘ 領‘ ’ 4“ 458 351 ､ ' 28↑ 366 345 321

淵~ | :!: ~~:川;|::淵剛；
I ､ . ‘ 1． ．1 ‘

712n.914841471 ，!,401 1 356 1 443 牟40 i 445

(註：資料は農林省青森統計調査事務所のもの）
第1図調査対照地域

郡は278塒を示し、調査対象地域であ

る大三沢六ヶ所では、大三沢23･0Kf，

六ケ所180K9で極めて低収であったこ

とが判愚。更に、昭和28， 29年の両

年には低温のため、県内各地の大半が減

収したが、特に低温地帯である田名部、

六ケ所、大三沢等の地区では著しい減収
； ， ：

,
‘ ~

を示していることが認められ昂。この両

冷害生を契機として、 30年以降は冷害

対策研究の成果と改良技術の普及指導が

一段と進み、県平均収量は画期的な上昇

を示すに至った。ただ、 31， 52の両

年は軽度の冷害気象の様相を示した年次
L，､JrL.

で､偏東風地帯である調査対象池域周辺

の5ケ町村はいずれも減収し'てい愚。

茶沢

沼

国
脚
ｖ
戸
陛
医
画

手
育

淋代

唱

禺
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53年以降はこれらの封鰄でも増収の傾向が瞬著であ島。 、

この技術的背景としては､早熟耐冷多収品種の育成､保護苗代による健苗早植を主翰とした一

連の改良技術を徹底指導した成果と考えられみが、特に冷害気象地帯を対象として設けられた冷

害防止基準部落(昭和50～54年）、冷害防止指導地（32～5~4年）は極めて大きな技術効

果をあげてい碁。 5）

宏お､土壌改良施工地区土壌調査‘鳩果によれば､更に著しい効果をあげており､収量500
K9以上を示す事例が認められている。小川原湖周辺営農実態調査報告書によれば、本地域の水稲

j ･

の生産目標として、造田工事が的確に行われ、耕種指導が徹底して行われるならば、 1 0a当り

450Kf以上は容易なることを指摘してい愚。 ~ , ，

筆者らもこれと同様に、 iOa当り450K9以上の収量を期待す碁ととは平年気象条件下では

過大な見込ではないと考える。但し、この場合の栽植様式は1株5本植（ビニール畑苗代育苗）、

坪当り1－－00～1 1．0株栽植、 1株穂数1 2～14本、 1穂平均粒数60粒、籾千粒重21〃と

、して想定してい農｡

以上の如き見地に立って、北の発茶沢、仏沼の2地区では天候普通年の目標収量として465

Kf、南の淋代平地区では480K9と考え愚とととした。
、

－

2． 冷低温における減収量の推定

（1）~青森県における冷害危険度の地域性~

出穂期が遅延す馬と登熟期間の気温が低下し､ ､登熟障害を起し易いことは既往の研究で明ら

かであみ。青森県では登熟期間40日間（出穂後40日間）の平均気温が20℃或は19.C以下

になると登熟障害の著しくなることが指摘されている。次に県内において登熟気温20℃及び

~ 1 9℃を示すための出穂期の地域分布を第2図(ｲ)、何に示した。第2図~ (ｲ)． (可によれば太平

洋側地域は津軽地域より温度的に安全出穂限界が早期に限定せられており、冷害危険度も大き

いことが判る,， '）

~
(2) ~冷害気象条件下の減収量の推定の手順
'(A)限界出穂期からの出穂遅延日数と減収率との関係~

一第5図に限界出穂期からの出穂遅延日数と減収率との関係を藤坂試験地の既往の試験成績

から求めた結果を示した。第5図によれば、限界出穂期より出穂遅延するに従い減収率が増

~大す愚が､昭和29年の場合は出穂遅延の割合には減収率は増大しない。これは29年ば9
1 ~

月の気温が箸じく高温で出穂の遅延した割合には登熟気温の低下し左い特殊年次であったた

， めであ愚｡')－ ~ ．
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第2図県内の限界出穂期の分布図 ノ

(ロ） 登熟気温1 9℃となる出穂麹(イ） 登熟気温20｡cとなる出穂期． “ ； ~ 』 ．
! " 七J ‘,

8．15
、

/’

8

8

【グミ
810

8．20
、

第5図限界出穂期からの遅延日数と減収率との関係

（登熱気温1 9℃を示す出穂期

を限界出穂期と~した）
［0

減:~20
9月且（ ‘兵

“

収

０

０

０

６

８

０

１
公
司
０
０

率

（

％

｜

）
0 -1 2 5 4 5 6 7 8 9 1011､121514 151617181?2021 2225

遅 延 日 数

-28-L



⑧穂孕期5日間の平均最低気温と減収率との関係

藤坂試験地の既往の試験成績にもとづいて、穂孕期5日間の平均最低気温(並びに平均気温）

と減収率との関係を求め鳥と第4図のとおりで､~品種によって減収率に差異が認めらわ愚が、

15℃以下（平均気温では17｡〔以下）を示ずと、減収率は危激に増大することが判悉。

第4図穂孕期5日間の平均最低気温と減収率との関係
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(C) 出穂開花期5日間の平均最高気温と減収率との関係

藤坂試験地の畷ﾛ29年の成績から出穂開花期5日間の平均最高気温と減収率と④関係を第医

図の如く推定したJ)~ 第5図出穂開花期5日間の平均最高気温
． と減侠率~

○出穂期並びに穂孕期の推定

水稲は早、中､~晩生種別に略

一定温度で出穂し、冷低温年に′

は出穂に対し無効温度が多く､‐

出穂までの所要積算気温を多く

要する事実上り、第2表て示ナ

積算気温を出穂期までに要す碁

ものと前提して、積算気温から

出穂期を推定した． （数値省略）

各年次並びに各地域の穂孕期は

0
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出穂前1 5日前と前提し、推定出穂期から逆算して求めたd j ~ ､‘ ~ ~ ~
窪次に町村別の主要品種並びに育苗法及び播種期を考慮に入れて､~

(A)～○の各作業を組立て行

けば､町村別の冷害減収量の推定が可能となるj)
~ ~

E : ~ ~ ~
- 1

第2表早、中、晩生種別の出穂期までの所要積算気温

所要積算気温
起筧開始時鄭

塑
皿
辿
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王
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Ｉ
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Ｉ
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！
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竺

空

Ｌ
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一

号

一

~

一

ビニール畑苗
ｦ蔵苗代~j<苗代．

名品ｵ重共孫甲壬l
卜”、 zシミ／ソ

癖牛|皇誌17号恥陸羽132長

このようにして、現行技術（昭和55年当時）で調査対象地域地区が昭和28，29の冷害

気象条件下におかれた場合の推定作況指数並びに推定収量を求めた結果を第5表に示した．

(註:早生種7，重点栽培、初期の水温王昇､王壌改良効果等、その後の技術改善も考慮して、

修正作況指数も併記した.､）

藻3表に主れば､昭和28生は比較的軽度の冷害であ碁が､ 2，年ほかなり強度の冷害であ

ることが判暴。
~

、

篦3表 現在の技術によ墓地区別の低温年の推定収量

雲隠栴
B：

裁榊て

乍況指数錫
8， ．

り
晦
当
皇
里
５
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ａ
収
６
８
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｜
年
４
４

１
１
１
↓
咳
芦
‐
’

灘皇鰈の|驚溌 ノ

Ⅲ概 括~

青森県の稲作収量は夏期平均気温〈6～8月）と関係が深く､夏期平均気温18．5℃以下の場合

は大冷害を発生しており，大正2、昭和6，
16"~ 20，2’の各年次はこの例で、概ね1 0年に

1回の割合であ鳥｡~夏期平均気温115～110℃位でもかつては冷害を発生していたが、最近の

稲作技術では著しい減収を示さないと考えられる。

水田造成計画地域の生産費補償限界収量は263～265"であり、本地域の水稲経営は冷害年

旗おいてホその経済性は畑作経営に比較して高いと考えられ碁。

－50－



主‘要参考文献

青森農試： 冷害危険度の推定と今後の研究上の問題ﾉ割て関する調査研究（1 962)。 ~

青森県 ： ~小川原湖周辺地域営農実態調査報告書（ ’ 96 1 ）．
~

青森県 ： 水稲冷害防止指導地成績書(昭和52霊～昭和34年度）・
~

青森県 ： 青森県太平洋沿岸地帯における開拓及び土地改良事業計画地域の稲作立地に関する

調雪R告書（1 ？63）．

阿部、小野智和田.‘~烏山： 水稲の早期多収栽培の地“確立に関す急生態的研究(青森農試研

究特別報告） （ 1，963） ．

青森農試； 昭和56年度土地改良施工地区土壌調査（ 1962）参

㈹

②

⑤

側
~

(句

(6)

記事支部 会

T 昭和a8年度研究発表会開催

昭和39年1月31日蕊仙台管陛気象台公議圭C開催した．参集育処約5U名ご卜記④研究発表

がなされた後、映画「気象と農業」を鑑賞した。
~

~ ~

↑~ 北日本忙誇ける水稲直播栽嗜の気温的安全限界について
~東北農試羽生寿郎、内島立郎､~斉藤武雄

2． 移植から出穂期室での積算気温からみた水稲生育の好適性 東北農試伊達了．菅原剛

3~ 気温条件鋤みた水稲生育の好適な時期一宮城県の例一 宮城農試宮本硬一
●

巳

4． 〃冬季不快指数〃の考え方と〃気象環境指数〃について 新庄測候所佐藤義正

5． 水田用水量に関する知見 青森農試阿部亥三J野清治､前田昂東山春紀

~ 6． 湛水とｦ離水状態における地温の測定事例~､： ・青森農試阿部亥三､前田昂ｲ野清治

ス OEDによる移植苗の植傷み防｣fに関姥'.2の実験 宮城農試千葉文一言5宮本硬一

8． 昭和38年の青森県の水稲作況に対する一考察 青森農試 阿部亥三､小野清治： ~ ‘

R農業高校生の気象に対する関心比づいて ~ ~ 。牛田農林高校 森俊彦 ~ ~

~ これらの職発表要旨は会誌第,号に掲載予定．
－31－



昭和58年度総会報告
一

研究発表会の席上。昭和58年度総会が開かれ、下記事項が承認され､会則の一部が改正された。

,(新会則は別頁に全文を掲載した）。

1．
役員変更について・

~

前皮部長､~加藤愛雄氏の辞任に伴左い、在ｲ仙評毒浸の山本健吾氏が支部長を代行してい〃§、役

． ,員会にて新支部長し凍斗罎業試験場長､岩崎勝直氏を選出し報告された。

、評議員ク保時夫氏：気象庁へ転出(7ため退任。 吉田作松氏（仙台管区気象台調査課長入

~ 梅田三郎氏(盛岡地方気象台長)を評議員に選出。
2． 支部事務局の移転について

59年度圭b事務局を下記に移転す愚。

新事務局:農休省東北農業試験場農業気象研究室内。銅市下厨ll赤平4番地振替口座

~仙台．4882番

ろ、 次期評議員監査の選出について

新会則に基づいて会員の選挙に主って選出することとし選挙はろ？年4月中に実施する。

4． ~会員ﾊ資格について ~

準会員制を廃し、新たに賛助会員術名養会員制を設ける（会則第6条参照)。

5． 会費値上げについて
~

~ ~~ B群ﾛ59年度か詳額300円とし、会誌の充実と発行の促進を図る｡~

昭和38壁会言鰕告（58年4月1日～59年5月51日）

別纒己載通りc

事務局便り ＝

1． 事務局Z捧引ﾎ礎は39生2月20日完了しました｡創立以来長ﾚ潮間にわたって支部発展のた

めに尽力下された前支部長､加藤愛雄教授と前事務局の仙台管区気象台の方女の熱意と御努力に

: …,たいして感謝したいと思八室す。

2．会誌発行が大変星れて籠尺あり玄せんが、前項の会誰R告通りの実情で､年度内に会費が順調に

納入されず支障を来たしてお､ります。左にとそ未納会費納入と前納制に街協力下さいますようお願

いします。送金は従来通り振替口座（仙台4882番）を領坏I用下さい。

5. ~会員名簿を綴込みましたが、誤り、記載漏れ等力ありましたら、至急事務局まで連絡下さい。

4． 5月1 1日、東北鶯試で在盛岡役員会開催。事務局移転に伴ない今後の運営方針を協議

Ⅱ

IⅡ

Ⅳ
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日本農業気象学会東北支部会則

沼和30年4月 ’日実 施
｜ 簑走は団体で別に定めるところによる。

昭和ろ'年’2月↑9日一部修正 ’ 6)本会の発展に著しい貢献をし走者のうち評

昭和55年12月22日 同 議員か推薦し総会が承誌したものを名誉会員

昭和37年12月 4日 同 とする。

昭和39年 1月51日改 正 I
掌4章 役 員

I蕊7条 （役員） ：本会に次の役員をおく。
第1章 繕 則

支部長 1名評議員若干名監査2名幹
耳1条 （名称） ：本会は日本農業気象字会東北 ：

事若干名
支部と溝する、

｜第8‘条（任務） ：
耳2兵 （目画） ：式会は日本農業気象学会う趣

1 （1）支部長は支部の会務を総環し支鄙を杙表す
旨に貝Ijb東北にお;ずる残業気象学の垂興をは ｜

る･支部長事故あるときさた催欠けたとき~:笈
チーることを目的とする｡

支部長があらかじめ指名した評議員がそ.ﾌ職
冒~ ゞ弓~桑 （事務局） ：農林省東北農業試験場農業｜

務を代行する。

号 ~ ;:象研究室尭橲おくc

！ （2,評議員橲評議員会を穂成し重塞童窪詳
第2章 事 業

’ 蓋決定する．
~､－4塁 （事業） ：本会は第2条の目的を達成すI

I （3） 監査は本会(ﾜ会言十を監査す為．
るために尺の事業を行う､、

1,;…皇について…尭表会､議演会、 i 《』' 幹事は麦諏昊，鋳を受寸……識行
する。

談話会左どの賎{基
1第ツ条 （選出） ：

（2）蟻涜誌「束』とつ幾美気象」の発行。
｜ （1） 支部昂ま評議員会か選出し、締金仁報告す

（3） そc池必要と認める享姜。
るc

澪5条 （事業年度） ：本会、事業年奏丈毎年4 ’

| (2) I評議員は東北地方在住の会員のうち力・ら選
月1日に始まり翌年ろ月31日腱終る。

I 李により決める。 うち2名を奉部評讓員とし
蔑ろ章 会 員

蕊6条 （会員） ：本会の会員は正会員､賛助会 ’ て互選する．
I I支部長は自動的随本部左らびに支部評議員

員、名誉会員とする。
｛ の資格をもつ辰

（1） 正会員は本会の趣旨に賛同し、入釜申込 ｜
’ ら）監査は会員中より選挙により決める。

んだ者。 ！ （4）幹事は支部長が会員中から委嘱する．
（2）賛助会員は本会の目的事業に賛同する個人 I



第7章 会 計

第15条（会計年度） ：本会の会計年度は事業

年度と同じである。

第1△条（経費） ：本会の経費は会員の会費お

よび寄付金などによる。

第17条（会費） ：支部年会費は次のとおり前

締とする。

正会員 鼠00円

賛助会員については別に定める。 ~

第18条（決算） ：会計の決算は会計年度終了

後速かに監査を経でその後最初に行われ墨総

会に報告しなければなら鼓､。 、

第19条その他は本部会則に従う。
~

第26条（会則の改正） ：この会則の改正は繕

、
会の議決により行う。 ~

付 則

- ゞ 本会則は昭和3’年~4月1日より実施する。

第10条（任期）：役職の任期は2年とし、重

任を妨げない。

第1 1条 （解任） ：役員主たは藤が東北地方

を離れ、注たはその職場を退いた橿合には自

〃然解任とな愚。

第5章顧 問

第12条（顧問） ：本会に顧問をおくことがで

~逢基．顧問は支部長が委嘱する宅

第‘章会 議

第13条~
（会議）：本会には総会と評議員会を

おく。

（1） （総会） ：年1回開催し支部長が招集す為

但L臨時に招集すること力鑓き愚。

②（評議員会）：必要に応じ支部長が招集す

愚｡~幹事は評議員会に出席し発言す毒とが

できる。 ~

第14条（会の成立） ：総会域会員の5分の1

以上、評議員会は評議負の2分の1以上の出

席により成立する。 ’
第8巻東北の農業気象
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~
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